




































　　This study aimed to comprehend the strategies of manipulating others as a kind of
interpersonalcommunication indaily lifeasseen inuniversitystudents.Theresultsofco-
occurrence network analysis revealed the presence of manipulating strategies commonly
used, independent of the relationships between the manipulator and the target of
manipulation（superior,contemporary,orinferior）,andthemanipulationstrategiesusedfor









































的―感情的の 2 軸 4 象限の独自のモデルを生成

























　また，Buss, Gomes, Higgins, & Lauterbach
（1987）および Buss（1992）は，親密な人間関係
（恋愛関係）に限定し他者操作の技法（tactics）を











































































した（男女の内訳としては，男性は 33 名，女性は 143
名であった）。




























































































































伝える 50 断る 54 言う 40 伝える 80 伝える 64 言う 67
お願い 41 伝える 42 伝える 33 言う 74 言う 40 伝える 66
言う 28 申し訳 41 話 29 理由 27 頼む 31 理由 30
頼む 22 言う 34 人 24 思う 22 お願い 28 思う 19
アピール 15 理由 19 自分 23 自分 20 思う 23 直接 16
丁寧 13 思う 13 お願い 22 冗談 17 優しい 18 優しい 13
売る 12 相手 12 頼む 22 嫌 15 直接 17 自分 10
人 11 出す 10 話す 22 直接 15 自分 14 制止  9
相手 11 お願い  9 素直 19 相手 12 要望 12 説明  9
理由 10 謝る  9 思う 17 遠回し 11 話 12 威圧  7
話す 10 顔  8 相手 16 行為 11 普通 10 嫌  7
媚びる 10 態度  8 直接 15 話 11 人  8 冗談  7
自分  9 自分  7 利益 11 人  9 高圧  7 人  7
申し訳  9 話  7 提示  8 素直  9 素直  7 相手  7
話  9 嫌  6 聞く  8 態度  9 相手  7 頼む  7
思う  8 ― ― 理由  8 意見  7 話す  7 少し  6
直接  8 ― ― 話題  8 正直  7 説明  6 注意  6
下手  7 ― ― メリット  7 頼む  7 聞く  6 話  6
行動  6 ― ― 交換  7 話す  7 理由  6 話す  6
出る  6 ― ― さりげ  6 ― ― ― ― ― ―
― ― ― ― 興味  6 ― ― ― ― ― ―





























































































































































































sonality” the big-five factor structure. Journal of 
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